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時
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注
意
報
・
警
報
　
　
　
３

区
長
会
総
会
　
　
　
　
　
　
　
　
４

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
　
　
12

確
定
申
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
13

一
、
私
た
ち
川
上
は
、
自
然
と
一
体
と
な
っ
た
産
業
を
育
ん

　
　
で
山
と
水
を
守
り
、
都
市
に
は
な
い
豊
か
な
生
活
を
築

　
　
き
ま
す
。

１月31日現在

人口総数 1,162人 （－3人）

　 男 553人 （＋1人）

　 女 609人 （－4人）

世 帯 数 701世帯 （－2世帯）

１月中の異動

転　入　1人　　転　出　5人

出　生　0人　　死　亡　0人

川
上
宣
言
は
全
部
で
５
つ
の
項
目
に
な
り
ま
す
。

毎
号
１
項
目
ず
つ
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

（

）

ホー

ム
ペー

ジ
ア
ド
レ
ス

https://w
w
w
.vill.kaw

akam
i.nara.jp村消防団出初式…2ページ

放水始め！！！！

　
雄
花
か
ら
花
粉
が
大
空
へ
飛
び
立
つ
。

春
を
告
げ
る
風
に
身
を
委
ね
、
雌
花
と
の

出
会
い
を
信
じ
て
山
や
里
を
巡
る
彼
ら
の

旅
の
終
着
点
は
、
悲
し
い
か
な
人
の
目
や

鼻
の
粘
膜
で
あ
る
。
今
や
国
民
病
と
も
い

わ
れ
る
花
粉
症
で
あ
る
が
、
ブ
タ
ク
サ
花

粉
症
が
１
９
６
３
年
、
ス
ギ
花
粉
症
が
１

９
６
４
年
に
初
め
て
報
告
さ
れ
た
に
過
ぎ

ず
、
そ
の
歴
史
は
意
外
に
浅
い
。
さ
て
、

ス
ギ
１
本
で
ど
れ
ぐ
ら
い
の
花
粉
が
生
成

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
２
０
０
本
の

枝
に
15
本
の
小
枝
が
生
え
、
そ
の
先
端
に

10
万
粒
の
花
粉
を
生
成
す
る
雄
花
が
30
個

つ
い
て
い
る
も
の
と
し
て
計
算
す
る
と
、

そ
の
数
な
ん
と
90
億
粒
（
重
さ
１
０
０
グ

ラ
ム
）。
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
２
，
５

０
０
本
の
杉
が
植
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る

と
、
２
２
５
兆
粒
の
花
粉
（
重
さ
２
５
０

キ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
生
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
量
が
舞
う
の
だ
か
ら
、
春

霞
の
主
成
分
の
一
つ
が
ス
ギ
花
粉
で
あ
る

こ
と
も
頷
け
る
。

ス
ギ
花
粉

〒634-0003　橿原市常磐町605-5
奈良県知事公室美しい南部東部振興課　℡０７４４－４８－３０１５

【問い合わせ先】
健康福祉課　℡５２－０１１１

　有効期限を過ぎると無効となり、使用
できません。ご注意ください！

はつらつ応援券のご利用は
　　　２月28日（土）まで！

【問い合わせ先】



◆
栗く
り
や
ま山
秀ひ
で
お夫
前
川
上
村
消
防
団
長
に

　
　
　
　
　
　

感
謝
状
が
贈
ら
れ
る

　
村
消
防
団
出
初
式
に
お
い
て
、
昨

年
３
月
末
に
退
団
さ
れ
た
栗
山
秀
夫

前
消
防
団
長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
栗
山
氏
は
、
平
成
15
年
４
月
か
ら

22
年
間
の
永
き
に
渡
り
消
防
団
長
を

務
め
ら
れ
、
昨
年
３
月
末
を
も
っ
て

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
積
極

的
に
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
に
励
ま

れ
、
火
災
・
災
害
現
場
に
お
い
て

も
村
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
べ

く
、
消
防
団
員
を
指
揮
・
統
率
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
功

績
の
中
で
も
、
有
事
の
際
に
も
団
員

　

令
和
８
年
第
１
回
川
上
村
議

会
臨
時
会
が
１
月
19
日
（
月
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
７

年
度
一
般
会
計
予
算
補
正
の
１

議
案
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
後

い
ず
れ
も
承
認
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

第
１
回
川
上
村
議
会

臨
時
会
を
開
催

◆
令
和
７
年
度
川
上
村
一
般
会
計

予
算
補
正
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
，
４
３

４
万
５
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
は
36
億
３
，
７
６
０
万
９
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
物
価

高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
の
支

給
、
地
域
振
興
券
の
配
布
、
昨
年

11
月
に
発
生
し
た
村
道
井
光
線
の

落
石
災
害
に
伴
う
災
害
復
旧
事
業

の
実
施
な
ど
が
主
な
内
容
で
す
。

　

１
月
10
日（
土
）、や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル
に
て
、

村
消
防
団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
台
風
に
よ
る
被
害
こ
そ
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
村
内
に
お
い
て
林
野
火
災
や

崩
落
に
よ
る
通
行
止
め
な
ど
が
発
生
し
ま
し

た
。
鍵
敬
二
団
長
は
訓
示
に
て
、
災
害
の
際

の
団
員
の
昼
夜
を
通
し
た
活
動
へ
の
感
謝

や
、
よ
り
一
層
の
訓
練
・
啓
発
活
動
へ
の
徹

底
を
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
屋
外
に
て
放
水
演
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
内
の
子
ど
も
た
ち
も

見
学
に
訪
れ
、
団
員
の
機
敏
な
行
動
を
目
の

当
た
り
に
し
、
未
来
の
消
防
団
員
（
？
）
た

ち
も
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

の
公
務
災
害

を
一
切
発
生

さ
せ
る
こ
と

な
く
、
安
全

管
理
も
徹
底

さ
れ
て
き
ま

し
た
。
長
い

間
、
本
当
に

お
疲
れ
様
で

し
た
。

団長の指揮のもと行われた入場行進

感謝状を受けられる栗山前団長

川
上
村
消
防
団
出
初
式

川
上
村
消
防
団
出
初
式
を
挙
行

◆
表
彰
者
一
覧
（
敬
称
略
）

村
消
防
団
出
初
式

村
長
表
彰

第
７
分
団　
副
分
団
長　
嶋
岡　
慶
道

第
６
分
団　
部
長　
　
　
泉　
　
寿
一

第
２
分
団　
部
長　
　
　
森
脇　
浩
之

第
１
分
団　
団
員　
　
　
久
保　
金
也

団
長
表
彰

第
２
分
団　
分
団
長　
　
梅
本　
和
幸

第
１
分
団　
副
分
団
長　
猪
腰　
直
樹

本
部　
　
　
部
長　
　
　
伊
藤　
康
裕

第
２
分
団　
班
長　
　
　
松
本　
勝
典

吉
野
警
察
署
長
感
謝
状

第
１
分
団　
分
団
長　
　
上
平
伸
太
郎

第
７
分
団　
団
員　
　
　
大
前　
卓
巳

吉
野
支
部
連
合
出
初
式

※
１
月
18
日
（
日
）
黒
滝
村
で
挙
行

知
事
表
彰

本
部　
　
　
副
団
長　
　
松
本　
隆
昭

本
部　
　
　
副
団
長　
　
玉
井　
龍
一

消
防
協
会
長
表
彰

第
８
分
団　
分
団
長　
　
中
村　
雅
仁

第
１
分
団　
団
員　
　
　
岩
井　
健
次

消
防
協
会
吉
野
支
部
長
表
彰

第
５
分
団　
班
長　
　
　
堀
谷　
　
奨

第
６
分
団　
班
長　
　
　
田
原　
昌
幸

第
７
分
団　
団
員　
　
　
菅　
　
義
浩

第
２
分
団　
団
員　
　
　
平
井　
健
太

第
４
分
団　
団
員　
　
　
亀
井　
裕
二

第
４
分
団　
団
員　
　
　
亀
井　
孝
行

予算補正の議案説明
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全国で相次ぐ林野火災を受け、奈良県広域消防組合火災予防条例に

が規定されました！林野火災注意報・警報

林野火災注意報

林野火災警報

努力義務が課されます

義務が課されます
（罰則規定あり：30 万円以下の罰金）

火の使用
の制限に

・山林、原野等においての火入れ
・煙火の消費
・屋外においての火遊びまたはたき火
・屋外においての引火性または爆発性の物品その他可燃物の付近での喫煙
・屋外において、窓、出入口等を開けたままでの裸火使用

・山林、原野等の場所での喫煙
・残火、取炭または火粉の始末

〇火の使用制限事項

対象期間　毎年１月１日～５月 31 日までの間
発令指標　林野火災注意報（下①②のいずれかの場合）
　　　　　　①前３日間の合計降水量が１mm 以下　かつ　前 30 日間の合計降水量が 30mm 以下
　　　　　　②前３日間の合計降水量が１mm 以下　かつ　乾燥注意報が発令
　　　　　林野火災警報
　　　　　　林野火災注意報の発令指標に加え、強風注意報が発令されている場合

　林野火災注意報・警報の発令状況は奈良県広域消防組合ホームページで確認できます→
　ＵＲＬ：https://www.naraksk119.jp/
　なお、林野火災警報発令時は村からもかわかみ放送等で周知します。

◆「たき火」をする際は消防署に届出を行いましょう！

　たき火をする際には、事前に消防署へ届出することが火災予防条例により義務付けられています。
　これは、たき火等が火災と誤認され消防車が誤って出動してしまうことや、林野火災注意報・警報
発令時の火の使用について消防署から適切な指導を行うためです。

対象期間　毎年１月１日～５月 31 日までの間
届 出 先　奈良県広域消防組合吉野消防署
届出様式　奈良県広域消防組合ホームページに掲載しています→
　　　　　ＵＲＬ：https://www.naraksk119.jp/0000003198.html

たき火、とんど、キャンプファイヤー、かまど、野焼き、ドラム缶焼却、炎を使った土壌消毒や殺虫、たいまつ
＜対象となる行為の例＞

→林野火災注意報・警報が発令された場合は、これらの火の使用についての制限がかかります。
　※届出に基づき、消防署から火の使用について延期または中止の要請があります。

雨が少なく空気が乾燥し火災が起こりやすい時期です。

ひとりひとりの心がけで火災を防ぎましょう！

【問い合わせ先】奈良県広域消防組合吉野消防署　℡０７４６－３２－１０１１
または、総務税務課　℡５２－０１１１

（令和８年１月１日施行）
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総会にて辰巳区長会長のあいさつ

素晴らしい作品を制作された学生の皆さん

大　
字
氏
名
（
敬
称
略
）
備　
考

東　
川

上
平　
賢
次

西　
河

高
貝　
忠
明

副
会
長

大　
滝

辰
巳　
八
郎

会　
長

白　
屋

亀
本
東
洋
和

理　
事

寺　
尾

伊
藤　
宗
寛

北
塩
谷

大
西　
一
男

理　
事

迫

栗
山　
秀
夫

理　
事

宮
の
平

上
垣　
　
功

副
会
長

高　
原

井
筒　
大
勝

人　
知

福
嶋　
健
二

井　
戸

加
藤　
理
恵

武　
木

松
井　
　
壽

井　
光

加
藤　
政
博

理　
事

下
多
古

玉
井　
龍
一

白
川
渡

松
本　
隆
昭

枌　
尾

春
増　
公
文

副
会
長

中　
奥

㔟
渡　
正
丈

瀬　
戸

山
本　
　
强

理　
事

北
和
田

上
林　
哲
士

神
之
谷

諏
訪
久
美
子

上
多
古

栢
本　
仁
美

理　
事

柏　
木

嶋
岡　
慶
道

上　
谷

中
谷
千
鶴
子

大　
迫

土
井　
一
成

伯
母
谷

山
本　
逸
朗

入
之
波

中
平　
寛
司

賞 制作者 作品名
金賞 伊達奏来さん 深呼吸の村

銀賞 加藤彩菜さん 旅路

銅賞

大津鉄勝さん Vlog in Kawakami Village - Nara

高原遼さん What is 川上村？

溝渕晴菜さん 川上村で新生活をはじめよう！

◆表彰作品（５作品）

　

１
月
13
日
（
火
）、
大
阪
工
業
大
学
枚
方

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、「
川
上
村
Ｐ
Ｒ
コ
ン
テ

ン
ツ
」
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
優
秀
作
品
を
制

作
し
た
５
名
の
学
生
に
対
し
、
泉
谷
村
長
か

ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
本
村
と
連
携
協
定
を
締
結
し
て

い
る
同
大
学
と
の
事
業
の
一
環
で
あ
り
、
情

報
メ
デ
ィ
ア
学
科
の
３
年
生
が
映
像
や
音

声
、
文
字
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
技
術
を
使
い
、
村
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制

作
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
も
学
生
た
ち
が
制
作
し
た
90
作
品
が

集
ま
り
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
、「
源

流
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
紹
介
」「
川
上
村
に
住
み

た
く
な
る
」「
川

上
村
に
泊
ま
り

に
行
き
た
く
な

る
」
と
い
う
村

の
想
い
を
込
め

た
テ
ー
マ
を
定

め
て
お
り
、
資

源
や
課
題
に
つ

い
て
学
ん
で
考

え
、
と
き
に
村

を
訪
れ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
想
像

力
や
企
画
力
で
思
い
思
い
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
組
み
立
て
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、「
生
成

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）」
な
ど
の
新

し
い
技
術
を
駆
使
し
た
作
品
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
村
と
し
て
も
、
時

代
と
と
も
に
変
化
す
る
情
報
発
信

の
方
法
や
在
り
方
に
つ
い
て
、
若

者
の
知
恵
や
力
を
借
り
る
素
晴
ら

し
い
機
会
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
作
品
を
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
や
か
わ
か
み
テ
レ
ビ
に

て
放
映
す
る
予
定
で
す
。

川
上
村
×
大
阪
工
業
大
学

川
上
村
×
大
阪
工
業
大
学

川
上
村
Ｐ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ

優
秀
作
品
を
表
彰

学
生
た
ち
が
最
新
の
技
術
を
駆
使
！

　

１
月
23
日
（
金
）、
役
場
第
一
会
議

室
に
て
、
令
和
８
年
区
長
会
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
先
立
ち
、
永
き

に
わ
た
り
区
長
を
務
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
辰
巳
八
郎
区
長
（
大
滝
）
に
対

し
、
永
年
区
長
特
別
表
彰
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
区
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り

地
区
の
代
表
と
し
て
村
民
と
行
政
機
関

を
繋
い
で
ご
尽
力
い
た
だ
く
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
年
も
１
年
間
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
令
和
８
年
１
月
23
日
現
在

区
長
会
総
会
を
開
催
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奈良型作業道

川上村の柿の葉寿司がずらっと！

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

か
わ
か
も
ん
が
ゆ
く
。

◆
都と
く
ら倉
茂し
げ
た太
（
人
知
）

　

川
上
村
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

協
力
隊
１
年
目
で
、
林
業
チ
ー
ム
と
し

て
活
動
し
て
い
る
都
倉
で
す
。

　
初
め
て
川
上
村
の
冬
の
日
々
を
体
験

し
て
お
り
ま
す
が
噂
通
り
の
厳
し
さ

で
、
山
で
の
作
業
で
は
連
日
寒
さ
と
の

闘
い
で
あ
り
、
体
調
の
維
持
管
理
の
大

切
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
東
川
で
の
奈
良
型
作
業
道
敷
設
実
習

も
９
か
月
目
を
迎
え
、
当
初
は
「
こ
ん

な
と
こ
ろ
に
道
が
つ
く
の
か
」
と
い
う

よ
う
な
急
斜
面
に
手
作
業
で
の
木
組
み

も
含
め
て
道
付
け
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
が
、
道
が
入
る
こ
と
で
景
色
が
一

変
し
、
作
業
の
安
全
性
・
効
率
性
が
大

ジ
ュ
ー
ル
が
ど
ん
ど
ん
と
遅
れ
て
、
こ

の
記
事
を
書
い
て
い
る
今
で
も
飛
ん
で

い
な
い
と
い
う
非
常
に
頭
の
痛
い
課
題

に
直
面
し
て
い
る
の
を
実
感
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
山
へ
の
負
担
を
抑
え
た
奈
良
型
作
業

道
を
ベ
ー
ス
に
し
た
山
の
維
持
管
理
と

材
の
搬
出
が
、
そ
の
課
題
に
対
す
る
解

決
策
の
一
つ
と
な
る
と
信
じ
、
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
本

格
的
な
春
が
近
い
こ
と
を
励
み
に
、
ど

う
ぞ
体
調
に
は
お
気
を
つ
け
て
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

◆
小こ

ば
や
し林
早さ

恵え

（
大
滝
）

　
着
任
後
、
初
め
て
の
本
格
的
な
冬
を

過
ご
し
て
お
り
ま
す
、
協
力
隊
１
年
目

の
小
林
早
恵
で
す
。
皆
さ
ま
は
お
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
さ
て
、
令
和
６
年
度
に
文
化
庁
か
ら

認
定
さ
れ
る「
１
０
０
年
フ
ー
ド
」に
、

柿
の
葉
寿
司
を
含
む
３
名
目
が
登
録
さ

れ
た
の
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

記
念
と
し
て
、
１
月
17
日
（
土
）・
18

日
（
日
）
に
平
城
宮
跡
歴
史
公
園
内
で

フ
ェ
ア
が
あ
り
ま
し
た
。
大
手
メ
ー

カ
ー
さ
ん
含
む
９
店
舗
が
大
集
合
し
、

川
上
村
か
ら
は
、
か
わ
か
み
組
合
を
通

じ
て
村
内
の
５
店
舗
様
の
お
寿
司
を
携

え
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
事
業
者

の
皆
さ
ま
に
は
、
両
日
と
も
に
早
朝
か

ら
の
ご
準
備
で
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。
２
日
目
に
は
、
源
流
学
園
の
皆
さ

ま
も
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
お
か
げ
さ
ま
で
川
上
村
の
柿
の
葉
寿

司
は
大
盛
況
で
、
予
想
を
は
る
か
に
超

え
て
早
々
と
完
売
し
ま
し
た
。
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
事
業
者
様
に
は
、
改

め
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
開
催

中
、
柿
の
葉
寿
司
が
大
好
き
な
方
々
が

大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
微
力
な
が
ら
私
も
村
内
の

Ｐ
Ｒ
の
一
助
に
な
れ
た
こ
と
は
大
変
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
柿
の

葉
寿
司
を
含
む
数
々
の
郷
土
料
理
を
村

内
の
皆
さ
ま
と
ご
一
緒
に
伝
承
で
き
る

よ
う
な
集
い
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
至

ら
ぬ
点
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
是
非
そ

の
際
は
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
と

幸
い
で
す
。

い
に
向
上
す
る
こ
と

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
末
に
事
業
体

へ
の
ヘ
リ
集
材
準
備

の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、
ヘ
リ
の
ス
ケ
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教
育
の
風
は
川
上
村
の
教
育
の
様
子

を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
学
校
教

育
・
社
会
教
育
・
社
会
体
育
・
文
化
や

文
化
財
等
広
範
囲
に
わ
た
り
ま
す
が
、

こ
の
風
に
乗
せ
て
川
上
村
の
教
育
の
良

き
〝
に
お
い
〟
が
伝
わ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

◆
は
た
ち
を
祝
う
会

　

１
月
11
日
（
日
）、
匠
の
聚
に
て
、

令
和
７
年
度
は
た
ち
を
祝
う
会
を
開
催

し
、「
は
た
ち
」
を
迎
え
た
貝
谷
太
一

さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
来
賓
と
し
て
村
議
会
の
松

本
博
行
議
長
、
保
育
園
時
代
の
恩
師
で

あ
る
中
平
克
子
先
生
、
川
上
小
学
校
恩

師
の
柳
井
孝
文
先
生
、
川
上
中
学
校
恩

師
の
井
上
敦
典
先
生
、鷲
見
真
季
先
生
、

さ
ら
に
野
球
指
導
の
恩
師
で
あ
る
仲
冬

詩
先
生
が
出
席
し
、
新
た
な
門
出
を
温

か
く
祝
福
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
の
懇
親
会
で
は
、
恩
師
の
先

生
方
に
よ
る
当
時
の
思
い
出
話
が
披
露

さ
れ
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
多
く
の
人
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
迎
え
た
節
目
が
、
貝
谷
さ
ん
に

と
っ
て
新
た
な
一
歩
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

◆
ス
キ
ー
教
室

　
１
月
２
日
（
金
）
～
６
日
（
火
）
ま

で
、
長
野
県
栂
池
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー

教
室
を
開
催
し
、
か
わ
か
み
源
流
学
園

７・８
年
生
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
ゲ
レ
ン
デ
は

新
雪
で
ふ
か
ふ
か
し
て
い
た
お
か
げ

で
、
生
徒
た
ち
は
こ
け
る
こ
と
を
恐
れ

ず
に
一
生
懸
命
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
自
分
達
が
滑
っ
て
み
た
い

コ
ー
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
時

折
、
悲
鳴
が
聞
こ
え
た
り
、
雪
ま
み
れ

に
な
っ
て
い
る
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、

「
も
う
一
回
行
き
た
い
」「
も
っ
と
早
く

滑
り
た
い
」
と
集
合
時
間
を
少
し
オ
ー

バ
ー
す
る
ほ
ど
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

学
習
の
時
間
」
を
活
用
し
、
地
域
資
源

を
教
材
と
し
た
学
び
や
、
先
端
技
術
、

先
達
の
知
見
、
社
会
の
仕
組
み
に
触
れ

る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、「
ふ
る
さ
と
力
」
と
「
人
間
力
」

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
村
の
歴
史
や

文
化
を
伝
え
る
講
師
と
し
て
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
、
森
と
水
の
源
流
館
や

関
係
団
体
（
委
託
業
者・官
公
庁
な
ど
）

の
支
援
を
得
な
が
ら
、
か
わ
か
み
源
流

学
園
と
連
携
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

・
金
融
経
済
教
育

　

12
月
４
日
（
木
）、
後
期
課
程
の
生

徒
を
対
象
に
金
融
経
済
教
育
を
、
財
務

省
近
畿
財
政
局
奈
良
財
務
事
務
所
及
び

国
税
庁
大
阪
国
税
局
吉
野
税
務
署
か
ら

講
師
を
招
き
、
税
と
財
政
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　
座
学
の
後
、グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

「
財
務
大
臣
に
な
っ
て
予
算
を
作
ろ
う
」

に
取
り
組
み
、
国
の
方
針
を
考
え
な
が

ら
、
重
点
事
業
へ
の
予
算
配
分
や
事
業

見
直
し
を
通
し
て
、
財
政
の
仕
組
み
や

課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
は
、
仕
組

み
の
理
解
に
と
ど
ま
ら
ず
、
論
理
的
思

考
力
や
問
題
解
決
能
力
、
Ｉ
Ｔ
に
対
応

す
る
力
を
９
年
間
を
通
し
て
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
17
日
（
水
）
は
後
期
課
程
、
18

日
（
木
）
は
前
期
課
程
を
対
象
に
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
「
ロ
ボ
団
（
家
電

販
売
エ
デ
ィ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
）」
か
ら

講
師
を
招
き
、
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
とiPad

を
用
い
、

植
林
地
へ
の
苗
木
運
搬
や
新
校
舎
建
設

の
た
め
の
材
木
運
搬
、
川
上
宣
言
具
現

化
の
た
め
の
吉
野
川
清
掃
な
ど
の
任
務

に
挑
戦
し
、
試
行
錯
誤
や
話
し
合
い
を

重
ね
な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
特
に
、
前
年
度
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
学
ん
だ
学
年
で
は
、
任
務
の
達

成
度
が
高
い
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
児
童
生
徒
は
休
み
時
間
に
な
っ
て
も

意
欲
的
に
挑
戦
を
続
け
、
楽
し
さ
の
中

に
も
真
剣
に
学
ぶ
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

◆
川
上
村
公
共
塾

　
公
共
塾
で
は
、
学
校
の
「
総
合
的
な
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かわかみ源流学園今、学校で今、学校で
〇
命
の
安
全
教
育

る
大
切
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

〇
少
林
寺
拳
法
を
学
ぶ

　

22
日
（
木
）、
後
期
課
程
の
子
ど

も
達
が
、
多
様
な
武
道
等
の
学
習
で

少
林
寺
拳
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
県
か
ら
２
名
の
指
導
の
先
生
が

来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
毎
年
、
こ

の
学
習
は
行
っ
て
い
て
、
８・
９
年

生
は
昨
年
も
体
験
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
、
一
つ
一
つ
の
所
作

の
形
や
動
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
聞
い

て
、
実
際
に
体
を
使
っ
て
技
を
体
感

し
ま
し
た
。
思
わ
ぬ
方
向
に
体
が
動

い
た
り
、
思
っ
た
以
上
に
痛
か
っ
た

り
、
体
験
す
る
こ
と
で
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。

　
同
時
に
挨
拶
の
大
切
さ
も
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
活
動
の
始
ま
り

と
終
わ
り
の
挨
拶
、
動
き
の
指
示
の

際
の
返
事
は
、
自
分
自
身
や
他
者
に

対
す
る
敬
意
の
表
れ
で
す
。
そ
れ
ら

を
意
識
し
た
行
動
を
学
校
生
活
の
中

で
も
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
学
び
の

成
果
で
あ
る
こ
と
も
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

〇
４
月
か
ら
よ
ろ
し
く
ね

　
23
日
（
金
）、「
新
入
生
体
験
入
学
」

が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
度
、
１
年
生

に
入
学
を
予
定
し
て
い
る
や
ま
ぶ
き

保
育
園
５
歳
児
さ
ん
達
が
源
流
学
園

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

前
期
課
程

後
期
課
程

２
㈪

全
校
朝
会

６
㈮

漢
字
検
定

７
㈯
参
観  

保
護
者
会  

評
価
報
告
会  

懇
談

９
㈪

振
替
休
日

11
㈬

祝
日　

建
国
記
念
の
日

12
㈭

Ｓ
Ｓ
Ｗ
来
校

13
㈮

Ｓ
Ｃ
来
校期

末
１
週
間
前

16
㈪

見
守
り
隊
立
哨
指
導

17
㈫

放
課
後
学
習
会

19
㈭

20
㈮

期
末
テ
ス
ト

23
㈪

祝
日　

天
皇
誕
生
日

24
㈫

学
校
関
係
者
評
価
委
員
会

期
末
テ
ス
ト

25
㈬

28
㈯

駅
伝
試
走３

月

１
㈰

駅
伝
試
走

２
㈪

全
校
朝
会

５
㈭

Ｓ
Ｃ
来
校

７
㈯

駅
伝
大
会

12
㈭

卒
業
式

○
２
・
３
月
の
行
事
予
定

　
ま
ず
は
、
前

期
の
み
ん
な
と

体
育
館
で
じ
ゃ

ん
け
ん
列
車
を

し
て
遊
び
ま
し

た
。
少
し
恥
ず

か
し
そ
う
に
し

て
い
た
５
歳
児

さ
ん
達
で
し
た

　

１
月
21
日
（
水
）・
29
日
（
木
）、

参
画
ネ
ッ
ト
な
ら
か
ら
講
師
を
招

き
、「
命
の
安
全
教
育
」
を
行
い
ま

し
た
。
児
童
生
徒
及
び
保
護
者
、
教

職
員
を
対
象
に
、
そ
し
て
保
育
園
の

子
ど
も
達
や
保
護
者
、
先
生
方
に
も

参
加
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達

や
立
場
に
合
わ
せ
た
研
修
を
し
ま
し

た
。
命
の
安
全
教
育
と
は
、
生
命
の

尊
さ
を
学
び
、
性
暴
力
に
つ
い
て
正

し
い
理
解
を
し
た
上
で
、
性
暴
力
の

加
害
者
、
被
害
者
、
傍
観
者
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
教
育
で
す
。

　
研
修
で
は
、
自
分
の
身
体
と
相
手

の
身
体
を
大
事
に
す
る
こ
と
、
嫌
な

気
持
ち
に
な
っ
た
と
き
は
嫌
だ
と

は
っ
き
り
伝
え
る
こ
と
で
、
よ
り
よ

い
人
間
関
係
作
り
が
で
き
て
い
く
こ

と
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン

や
自
分
と
他
の
人
と
の
距
離
感
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
介
し
て
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
具

体
的
事
例
を
通
し
て
、
相
手
も
自
分

も
心
と
体
を
大
事
に
す
る
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
と
て
も
大

切
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
人
も
子
ど
も
も
学
校
も

家
庭
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
同
じ

内
容
の
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
良
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
達

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
を
考
え

た
。「
早
く
１
年

生
に
な
り
た
い
」

「
た
く
さ
ん
勉
強

し
た
い
」
と
、
新

１
年
生
の
皆
さ
ん

は
源
流
学
園
に
来

る
こ
と
を
と
て
も

楽
し
み
に
思
っ
た

よ
う
で
す
。

が
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
て
自
分
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
人
に
声
を
か
け
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
は
、

教
室
に
行
っ
て
、
１
年
生
か
ら
学
校

で
の
勉
強
や
学
校
生
活
の
様
子
を
聞

い
た
り
ク
イ
ズ
を
出
し
て
も
ら
っ
た

り
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
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３　

月

図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●

２　

月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

ホームページＵＲＬ：https://www.vill.kawakami.nara.jp/life/library/
【問い合わせ先】村立図書館　℡５８－７００６

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

ホームページにつながります→

　図書館は蔵書点検のため２月６日（金）～ 28 日（土）の
期間中、休館しています。休館中の本の返却は、正面玄関前
の返却ボックスをご利用ください。ご不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、３月１日（日）より通常通り開館いたしますので、
ぜひご利用ください。

◆蔵書点検のため休館中です

「絵本とおやつ　～絵本みたいなお菓子をつくってみよう～」
◆【お知らせ】図書館 DE トークを開催します！

　絵本に出てくるおいしそうなお菓子を味わってみたいと思ったこ
とはありませんか？
　絵本の読み聞かせのあと、みんなでお菓子を作ってみましょう！

と　き　３月 14 日（土）		  じかん　午後１時 30 分～３時 30 分（受付午後１時～）
ところ　総合センター栄養指導室	 対　象　どなたでも（小学生以下は要保護者同伴）
参加費　無料				    定　員　20 名
持ち物　エプロン、三角巾、手拭き
申　込　二次元コードを読み込むか、図書館へ電話でお申し込みください→
締　切　３月５日（木）
※詳しくは今月号折込チラシをご覧ください。

　村立図書館でよく読まれた本をご紹介します。ぜひ手に取ってみてください。

◆ 2025 年　貸出ランキング

【一般書】（小説・エッセイ）
１位　「カフネ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部暁子（講談社）
２位　「ブラック・ショーマンと名もなき町の殺人」　　東野圭吾（光文社）
３位　「ひたひたまで注いでコトコト煮詰めた話」　　　山本ゆり（扶桑社）

【児童書】（絵本）
１位　「しろくまのパンツ」　　　　　　　　　　　　　tupare tupare（ブロンズ新社）
２位　「大ピンチずかん」　　　　　　　　　　　　　　鈴木のりたけ（小学館）
３位　「ショートケーキになにのせる？」　　　　　　　おおのこうへい（PHP 研究所）
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村内に生息するカジカ

森と水の源流館だより
TEL 52-0888　FAX 52-0388（水曜休館）

February, 2026　vol.279

「ます」…穀物、豆類、酒などの容量を量るため
の道具。トチノキの実を枡へ移すときの音が鳥が
木をつつくドラミングのように聴こえるので川上
村ではキツツキのことをトチハカリと呼ぶ。

昔の道具　其の参拾五（35）　

◆
森
と
水
の
源
流
館
の
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
調
査
報
告
会

　
当
館
で
は
、
村
や
源
流
に
関
わ
る
課
題

解
決
に
つ
な
が
る
よ
う
調
査
・
研
究
を
続

け
て
お
り
、
年
１
回
報
告
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
吉
野
川
源
流
に
生
息

す
る
カ
ジ
カ
や
外
来
イ
ワ
ナ
、
民
俗
資
料

の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
、
里
山
の
保

全
、
山
の
神
神
事
に
つ
い
て
報
告
い
た
だ

き
ま
し
た
。今
回
示
さ
れ
た
課
題
を
受
け
、

当
館
で
は
源
流
人
会
会
員
を
含
め
、
多
く

の
仲
間
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
解
決
へ
の

活
動
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
の
展
開
を
考
え
て

お
り
ま
す
。　

◆
森
と
水
の
源
流
館
を
訪
ね
て

　
　
　
　
　
　

―
調
査
に
携
わ
る
人
々

　
今
回
の
調
査
報
告
会
で
は
、
摂
南
大

学
の
國
島
先
生
と
学
生
の
阪
下
さ
ん
や

和
歌
山
県
立
自
然
博
物
館
の
平
嶋
先
生

が
魚
類
、
大
阪
工
業
大
学
の
荒
木
先
生

と
院
生
の
森
松
さ
ん
が
情
報
科
学
、
京

都
大
学
の
内
藤
先
生
が
森
林
科
学
、
龍

谷
大
学
の
横
田
先
生
が
生
態
学
を
専
門

と
さ
れ
て
お
り
、
里
山
保
全
に
取
り
組

む
杉
浦
様
と
多
岐
に
わ
た
る
方
々
に
ご

登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
村
民

を
は
じ
め
、
源
流
人
会
会
員
、
学
校
の

先
生
、
奈
良
県
や
環
境
省
職
員
、
漁
業

関
係
者
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
43
名
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
多
様

な
方
々
が
交
流
で
き
た
の
も
皆
さ
ま
の

お
か
げ
で
す
。
資
源
の
価
値
や
保
全
へ

の
課
題
を
共
有
で
き
る
大
変
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
館
の
法
人
理
事
で
も
あ
る
横
田
先

生
よ
り
、
報
告
者
は
各
分
野
の
専
門
家

で
は
あ
る
が
、
川
上
村
の
専
門
家
は
村

民
で
あ
る
と
の
総
括
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
や
身
近

な
物
事
の
変
化
と
い
っ
た
情
報
を
知
る

の
は
村
に
お
住
い
の
皆
さ
ま
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
調
査
・
研
究
へ
活
か
せ
る

貴
重
な
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
川
上
村
の
宝
も
の

　
　
　
　
　

―
吉
野
川
源
流
の
水
温

　
吉
野
川
源
流
域
や
奈
良
県
南
部
に

生
息
す
る
カ
ジ
カ
大
卵
型
、ア
マ
ゴ
、

ヤ
マ
ト
イ
ワ
ナ
は
低
水
温
の
河
川
を

生
息
の
場
と
し
て
お
り
、
紀
伊
半
島

が
南
限
に
な
る
も
の
も
多
い
よ
う
で

す
。

　
川
上
村
は
日
本
列
島
の
中
で
は
比

較
的
南
に
位
置
し
ま
す
。
標
高
の
高

い
山
岳
性
か
ら
低
い
内
陸
性
ま
で
の

気
候
が
あ
り
、
豊
か
な
森
を
育
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
集
落
近
く

の
人
工
林
や
里
山
で
は
手
を
入
れ
、

冷
涼
な
水
が
生
ま
れ
る
奥
山
に
は
天

然
林
が
今
で
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
吉
野
林
業
や
山
岳
信
仰
な
ど
暮
ら

し
の
中
で
森
を
利
活
用
し
な
が
ら
守

り
続
け
て
き
た
こ
と
が
、
希
少
な
生

き
も
の
の
生
息
す
る
河
川
環
境
の
保

全
へ
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
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　　　 「ひとめぐりかわかみ」

【問い合わせ先】
かわかみ源流ツーリズム　℡５２－０３３３
営業時間　９時～ 17 時（水曜定休） ウェブサイト→

　冬場のプログラムは、天候の影響もあり集客しにくい時期になります。そこで、どれだけ行って
みたいと感じてもらえるプログラムを企画して、いかに興味のある人に届けるかが課題になります。
　ツアーでは他にはない伝統行事を中心に展開していきたいと思っています。

◆１月実施の体験プログラム
　１月 17 日（土）、匠の聚で「自然の石から
オリジナルの絵の具づくり」を日本画家の岸上
ゆかさんのガイドで行いました。まずは石を拾
いに。何気なくそこに落ちている石を拾って、
細かく砕いていくと、同じような石から違う色
ができるという不思議なことにまず驚きがありました。石は根気よく潰していかないと砂状になっ
て塗った時にざらざらした感じが残ります。そこに用意された色の違う岩絵の具を混ぜて新しい色
を想像しながら水を加えて溶いていきます。３色の岩絵の具を作り、はがき大の和紙に色を塗って
いきます。他の人の色も借りながら塗り重ねていくとそれぞれにオリジナルな色と模様ができまし
た。それを乾かし、額縁に入れるとまた感じの違った作品が完成しました。

◆１月のツアー
　１月 11 日（日）、東川の伝統行事「弓祝式ツアー」に、リピーターと初参加の方合わせて２名
に参加いただきました。事務局も初めての参加でしたが、東川在住の佐藤充さんに行事の由来や歴

とときでした。参加者は
熱心に見入っておられ、
他にはない伝統行事の魅
力を間近で体感していた
だけたと思います。

史について案内していただきました。
　「弓祝式」は、雪が舞う中で行われ、放たれた矢が的に当たるたびに思わ
ず喚声が上がりました。張りつめた空気と喜びの声が交差する、印象的なひ

　その後、参加者は岸上さんのアトリエに行き、
創作の現場やものすごい数の絵の具を見て感動
され、質問も多くされて時間を忘れてゆったり
と過ごしていました。
　今回は、京都と高取町からの初めての方で、
新鮮なプログラムとなりました。
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寒
い
日
が
続
き

ま
す
が
、
皆
さ
ん

元
気
に
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
村
の
あ
ち
こ
ち
で
広
が
る

自
主
的
な
介
護
予
防
の
取
り
組
み
か

ら
、
わ
く
わ
く
ニ
ュ
ー
ス
を
お
届
け
し

ま
す
。

　
ま
ず
は
白
川
渡
。
こ
の
度
、
新
し
く

体
操
や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
自
主
活

動
グ
ル
ー
プ
が
動
き
始
め
ま
し
た
！

「
家
で
じ
っ
と
し
て
い
る
時
間
が
増
え

て
き
て
、
心
も
体
も
元
気
が
な
く
な
り

そ
う
で
心
配
」、
そ
ん
な
声
が
集
ま
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、月
１
回
ほ
ど
、

気
軽
に
集
ま
っ
て
み
よ
う
と
い
う
話
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
初
回
の
集
ま
り
は

女
性
中
心
で
し
た
が
、「
こ
ど
も
会
と

一
緒
に
や
っ
て
も
面
白
そ
う
！
」「
男

性
も
来
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
ね
」と
、

ア
イ
デ
ア
が
次
々
に
。
な
ん
だ
か
こ
ち

ら
ま
で
わ
く
わ
く
し
て
き
ま
す
ね
。

　
一
方
、
モ
ル
ッ
ク
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０

２
５
の
優
勝
チ
ー
ム
を
輩
出
し
た
柏
木

で
は
、
活
動
に
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
が

さ
ら
に
増
加
中
。
モ
ル
ッ
ク
に
加
え
輪

投
げ
も
流
行
り
始
め
て
い
て
「
次
に
向

け
、
体
力
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
鍛
え
て

る
…
？
」
と
思
う
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り

で
す
（
笑
）

　
さ
ら
に
、
高
原
健
康
づ
く
り
の
会
で

は
、
恒
例
の
「
高
原
カ
フ
ェ
」
を
開
催

予
定
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ

り
し
て
、
体
も
心
も
ほ
っ
と
す
る
時
間

◆
地
域
の
自
主
活
動
か
ら
、

わ
く
わ
く
ニ
ュ
ー
ス
！

に
な
り
そ
う
で
す
。

　
あ
ち
こ
ち
で
広
が

る
元
気
と
つ
な
が
り

の
輪
。
聞
い
て
い
る

だ
け
で
、「
い
い
な

あ
」「
う
ら
や
ま
し

い
な
あ
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
の
ア
イ

デ
ア
が
広
が
り
そ
う

で
す
ね
。

　
こ
の
冬
も
、じ
っ

と
し
て
い
る
の
は

も
っ
た
い
な
い
。

　
み
ん
な
で
集
ま
っ

て
、笑
っ
て
、動
い
て
、

わ
く
わ
く
過
ご
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

健
康
福
祉
課　

　社会福祉協議会では、奈良弁護士会から弁護士を派遣いただき、無料法律相談を実施します。
　気軽にご利用ください。
※ご利用には予約が必要です。

と　　き　３月６日（金）			   じ か ん　午後１時～３時 30 分頃
と こ ろ　総合センター１階　会議室	 募集人数　５名程度
申込期限　２月 26 日（木）まで（期限厳守）

法律相談のお知らせ法律相談のお知らせ

【問い合わせ先】川上村社会福祉協議会　℡５２－０２９４　Fax ５２－０２９５

　川上村では、平成 25 年度から地域おこし協力隊を採用しています。現在は 10 名の隊員が在籍して
おり、そのうち３名が今年度で任期を終えます。これまでお世話になった方々への感謝も含め、活動
の成果の報告と任期継続となる隊員への理解を深めてもらうことを目的に活動報告会を開催します。

と　き　２月 14 日（土）		  じかん　午後１時 30 分～午後４時
ところ　やまぶきホール		  定　員　300 名　※参加費無料

地域おこし協力隊活動報告会のお知らせ地域おこし協力隊活動報告会のお知らせ

【問い合わせ先】くらし定住課　℡５２－０１１１

白
川
渡

柏
木
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　物価高の影響を強く受けている子育て家庭に向けて、「物価高対応子育て応援手当」が支給されます。
対象となるのは児童手当の受給者で、児童１人あたり２万円が支給されます。

対象児童　下のいずれかに該当する児童が対象となります。
・令和７年９月分の児童手当を受給した児童
・令和７年 10 月１日から令和８年３月 31 日までに出生した児童
申請方法
１．申請不要の場合
　以下の①②の方は、申請手続き不要です。支給は９月分の児童手当を支給した市町村（10 月以降
出生の場合は申請時の居住市町村）にお問い合わせください。
　①川上村から支給される場合
　・令和７年９月分の児童手当を川上村から受け取った方
　・令和 7 年 10 月１日～令和８年３月 31 日までに出生した児童の児童手当を川上村に申請した方
　②他の市町村から支給される場合
　・令和７年９月分の児童手当を川上村以外で受け取った方（転入、単身赴任等）
　・令和７年 10 月１日～令和８年３月 31 日までに出生した児童の児童手当を川上村以外で申請した方
２．申請が必要な場合
　③公務員の場合　居住地の市町村に申請が必要です。詳細は居住市町村にお問い合わせください。
　・令和７年９月分の児童手当を川上村役場以外から受け取った公務員の方
　・令和７年 10 月１日～令和８年３月 31 日までに出生した児童の児童手当を川上村役場以外で申
　　請した公務員の方
　※川上村に勤めている村内在住の公務員については申請不要で支給します。
　④離婚（調停中も含む）・ＤＶ避難
　　令和７年 10 月１日以降に離婚（調停中を含む）やＤＶ避難を開始した場合、申請によって手当
　を受給できる場合があります。詳細は居住市町村にお問い合わせください。
手当に関するお知らせ
　川上村内にお住いの子育て世帯には、手当に関する通知をお送りしています。通知に記載された内
容を確認し、必要に応じて申請等の手続きを行ってください。もし、村外にお住まいの児童がいる場
合等で村から通知が届いていない場合はお問い合わせください。

物価高対応子育て応援手当が支給されます物価高対応子育て応援手当が支給されます

【問い合わせ先】健康福祉課　℡５２－０１１１

　「物価高騰による地域振興券」の取り扱いを希望する事業者を募集します。
※昨年度までに登録いただいている事業者につきましては、今年度も継続して登録しますので、お手
　続きは不要です。

登録資格　川上村内の事業者
登録業種　日常的な小売業・飲食業・洗濯業・理容業の他、各種サービス業などの幅広い業種が対象
申込方法　役場くらし定住課で配布する「登録申請書」に記入の上、提出してください
※２月 20 日（金）までに申請いただいた事業者は、振興券発送時に同封する「取扱事業者一覧」に
　掲載させていただきます。それ以降の申請については、「取扱事業者一覧」への掲載はできませんが、
　登録申請は 11 月 30 日（月）まで受け付けています。
※なお、地域振興券につきましては、２月末の発送を予定しております。

地域振興券の新規取り扱い事業者募集中！地域振興券の新規取り扱い事業者募集中！

【問い合わせ先】くらし定住課　℡５２－０１１１

物価高騰による地域振興券
（1人30,000円）を配布します
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【整形外科診療日】
と き　３月 11 日（水）		
受 付 時 間　午前８時 30 分～ 11 時 30 分
※受診される方は、マイナ保険証または資格確認書をご持参ください。

【外来診療（予約制）】
診療・受付時間　午前９時～ 11 時 30 分
休 診 日　火曜日、土曜日、日曜日、祝祭日
予　約　方　法　受診の際に次回診療の予約をします（定期受診）
※お電話での予約はできません。
※最初の受診や、発熱などの急患の場合は予約なしで受診することができますが、予約診療が優先と
　なりますのでお待ちいただくことになります。
※午後の診療は行っていません。

【問い合わせ先】川上診療所　℡５２－０３４４

診療所からのお知らせ診療所からのお知らせ

・確定申告会場の開設期間は２月 16 日（月）～３月 16 日（月）までです（土日・祝日を除く）。
・相談受付時間は、午後３時までになります（前年より相談受付の締切時間が１時間早くなっており
　ますので、ご注意ください。また、混雑状況により早めに相談受付を終了する場合があります）。
・入場には「入場整理券」が必要です（LINE での事前発行が便利です）。

＜申告書等の作成について＞
・会場では、原則スマートフォンを利用した申告書の作成をしていただきます。
　持ち物として、ご自身の「スマートフォン」と「マイナンバーカード」に加え、「マイナンバーカー
　ド取得時に設定した暗証番号（４桁・６桁以上）」を必ずご持参ください。
・パソコンによる申告希望の方は、長時間お待ちいただく場合があります。

吉野税務署からのお知らせ吉野税務署からのお知らせ

【問い合わせ先】吉野税務署　℡０７４６－３２－３３８６

令和７年度分所得税及び復興特別所得税・贈与税の確定申告は、３月 16 日（月）までです！

スマホ・パソコンによる e-Taxスマホ・パソコンによる e-Tax

確定申告会場は、大変混雑します

をご利用ください。

ご自宅等から

　「土地や建物等の譲渡所得」、「金地金などの総合譲渡」、「山林所得」、「贈与税」の相談は、専
門の担当者が従事している指定日での対応となりますので、次の日付にお越しください。

２月 16 日（月）、17 日（火）、24 日（火）、25 日（水）、26 日（木）、
３月９日（月）、10 日（火）、11 日（水）、12 日（木）、13 日（金）、16 日（月）

吉野税務署で確定申告の申告相談等を希望される方

スマホ申告は

こちらから→

広　報 FEBRUARY2026かわかみ13



※今年度採用試験から、次の２点について試験制度を変更しています。
　・SPI 試験の受験方法を「会場型」から「Web 型」に変更
　・資格加点制度に「空手」を追加

受験資格　（１）Ａ（SPI）区分、Ａ区分
　　　　　　平成５年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒
　　　　　　業した人または令和９年３月末日までに卒業見込みの人。
　　　　　（２）武道Ａ区分
　　　　　　ア　平成 13 年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による大学（短期大学を除く）
　　　　　　　　を卒業した人または令和９年３月末日までに卒業見込みの人。
　　　　　　イ　柔道二段以上または剣道三段以上を有している人。
受付期間　３月２日（月）～４月 14 日（火）まで
受付方法　インターネットでのみ受付（県警ホームページ参照）

奈良県警察官（第１回）採用試験のお知らせ奈良県警察官（第１回）採用試験のお知らせ

【問い合わせ先】

試験区分 第１次試験
試験種目 試験日 試験種目 試験日

Ａ男性（SPI）
Ａ女性（SPI）

基礎能力・
適性検査

４月 25 日（土）～
５月 10 日（日）のうち

受験者が選択する日
体力・論文・

口述 ５月 23 日（土）、
５月 24 日（日）のうち

指定する１日
Ａ男性
Ａ女性

教養・論文
試験 ５月 10 日（日） 体力・口述

武道Ａ 教養・論文
試験 ５月 10 日（日） 体力・実践

（剣道または柔道）

奈良県警察本部警務課　℡０１２０－３５１－２０４（採用フリーダイヤル）

◆予備自衛官補試験
　予備自衛官補とは、一般の社会人や学生といった自衛官未経験者が、所定の教育訓練を終了後に「予
備自衛官」となる制度です。予備自衛官とは、普段、それぞれの職業に従事しながら予備自衛官とし
て必要な知識・技能を維持するために定期的に訓練を受け、有事の際には自衛官となって後方の警備
や後方支援、または国民の保護のための措置に従事します。
　「いざ！」というときに活躍できる、予備自衛官にチャレンジしてみませんか？

試験受付　１月 22 日（木）～３月 30 日（月）
試験日程　４月１日（水）～ 19 日（日）のうち、指定する１日
採用年齢　一般：18 歳以上 52 歳未満
　　　　　技能：18 歳以上で保有している技能に応じ 53 歳～ 55 歳未満
※詳細は防衛省ホームページ、または自衛隊奈良地方協力本部五條地域事務所へお問い合わせください。

自衛官募集のお知らせ自衛官募集のお知らせ

◆自衛官候補生（中途採用も含む）
応募資格　18 歳以上 33 歳未満　※採用予定月の末日現在
受付締切　２月 24 日（火）まで
試　　験　筆記試験・適性試験：３月２日（月）～４日（水）のいずれか１日（WEB 試験）
　　　　　口述試験・身体検査：３月５日（木）

【問い合わせ先】自衛隊奈良地方協力本部五條地域事務所　℡０７４７－２２－３７８９
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川
上
俳
句
会

森
井
美
知
代
選

（川上村人権・同和問題啓発活動推進本部）

かわかみらいふ通信かわかみらいふ通信かわかみらいふ通信
℡５４－０５２１

◆補聴器の無料相談会を開催します！

　料金や取り扱いのことなど、気になることは何でもご相談ください。
　サンプル補聴器の試聴、今お使いの補聴器のメンテナンスなど！
　お気軽にご相談ください。
と　き　２月 25 日（水）		  じかん　午前 10 時～午後２時
ところ　北和田ふれあいセンター

◆北和田ふれあいセンターをご利用ください！

　どなたでもご利用していただけます。気軽にお立ち寄りください。
☆らいふミニミニコンビニ…カップ麺やお菓子、冷凍食品、アイスなどを販売！
☆コミュニティカフェ…コーヒー、ケーキ、菓子パン他
☆コピー機…白黒５円／１枚、カラー 20 円／１枚
☆卓球台…無料でご利用いただけます。もちろんラケット・球も貸出！
☆ふれあい図書館…定期的に村立図書館から本の入れ替えに来てくれています
☆ごみ袋の販売…６町村指定ごみ袋各種
☆灯油の販売もしています（かわかみＳＳと同じ価格です）
　その他、ホールや調理室のご利用についてもご相談ください。
開館日　月曜日～金曜日（祝日も開館しています）　午前９時～午後５時
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１月31日現在

人口総数 1,162人 （－3人）

　 男 553人 （＋1人）

　 女 609人 （－4人）

世 帯 数 701世帯 （－2世帯）

１月中の異動
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〒634-0003　橿原市常磐町605-5
奈良県知事公室美しい南部東部振興課　℡０７４４－４８－３０１５

【問い合わせ先】
健康福祉課　℡５２－０１１１

　有効期限を過ぎると無効となり、使用
できません。ご注意ください！

はつらつ応援券のご利用は
　　　２月28日（土）まで！

【問い合わせ先】
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